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1 目的 
この報告の目的は，現在台湾社会に求められる「仲の良い関係性」に注目し、その価値観の上昇

について検討していきたい。手かがりとして、台湾の若者の間に最も浸透している「アイドル文化」

に注目し、台湾社会において、アイドル・グループにどのような理想的人間関係の構図が欲求され

るか、明らかにしたい。本研究は、台湾社会に読み取られる「アイドル像」は、台湾社会に最も重

視される価値観を解明する、参照枠組の一つになると期待できるだろう。 
 
2 方法 
そこで，研究方法として、ランダムに約五十名の大学生にアンケートを配り、彼ら若者がどのよ

うな理想な関係性図を、アイドルに投影しているか、調査する。主に台湾において主流となる台湾、

日本、韓国アイドルを分け、インフォーマントに自由に其々のアイドル・グループに対するイメー

ジを自由に回答してもらう。さらに、「理想的なアイドル・グループ像」をインフォーマントに伺

え、そこから理想なグループ像を明らかにしたい。 
 
3 結果 
分析の結果，調査を受けたインフォーマント達は、アイドル・グループに「品行方正」、「仲良

し」という特質を求めることが分かった。また、彼らはアイドル・グループに「家族関係」や「友

達関係」に理想像を投射し、「平等的親密関係」を欲求していると明らかになった。さらに、イン

フォーマントは、大人数の団体関係を好ましなく、小人数の親密関係により高い価値を与えること

を分かった。 
 
4 結論 
以上から，台湾は七〇年代以来、急速的都市化の進展につれて社会環境は多元化し、開放的もの

となっている。その結果、台湾において、全体的高学歴化に伴い、高未婚率、低出生率と所謂「脱

家族化」の現象が起ったが、実際、全体社会の個人化に進んでいくのとは言い切れない。つまり、

本研究は、台湾社会は、いままで重視してきた、血縁関係に構成される「家族」という親密圏の領

域を打ち破り、広汎的社会空間に新しい形態の親密圏や社会連帯を欲求しているのではないかと考

えている。こういった「仲の良い関係性＝友情」と似たような親密性に、「平等的」、「優しい」、

「切断しない」、「上下関係なし」という様々な要素が含まれているだろう。 
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